
第４期秋田県医療費適正化計画の概要について（令和６年度追記・修正）
令和７年３月
国保医療室

根 拠 法：高齢者の医療の確保に関する法律第９条
計画期間：６年（令和６年度～令和１１年度）　※第１期・第２期は５年、第３期は６年

 医療費を取り巻く現状と課題

○医療費の動向
　・県民医療費は横ばい傾向にあり、約４割を後期高齢者医療費が占める。
　・一人当たりの医療費(R3)は約39万円で全国16位。
　・後期高齢者の一人当たりの医療費(R3)は約81万円で全国45位。
○病床数の状況
　・病床数(R4)は人口10万対1514.9床で全国平均を上回る。病床別でも、
    一般病床（894.1）、精神病床（415.7）とも全国平均を上回る。
○後発医薬品の使用状況
　・後発医薬品の使用割合（R4、数量ベース）は84.2％で全国21位。
○生活習慣病の状況
　・生活習慣病による死亡率(R4)が、がんは人口10万対460.0で全国1位、
    脳血管疾患は人口10万対169.9で全国1位など、総じて高い。
○健康寿命の状況
　・健康寿命(R1)は男性が72.61年で全国26位、女性が76.00年で全国15位。

 計画策定の目的

○　生活習慣病の発症・重症化予防など、健康寿命の延伸と健康格差の縮小を図る。
○　後発医薬品の使用促進や頻回受診の是正など、医療の効果的・効率的な提供を推進する。

医療費の適正化を総合的かつ計画的に推進
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 計画の目標と達成のための施策

 第４期計画からの新たな視点

○　大腿骨骨折への対策や保健事業と介護予防の一体的実施の推進など、複合的なニーズを有する高齢者への
　　医療・介護の効果的・効率的な提供を図る。
○　効果が乏しいというエビデンスがあることが指摘されている医療について、国が提供する資料を活用して
　　医療機関と情報共有するなど、医療の効果的・効率的な提供を図る。

主な指標 現状
第４期目標
（Ｒ１１）

目標達成のための施策例

特定健康診査の実施
率

５３．５％
（Ｒ３）

７０．０％
・ＩＣＴの導入に向けた検討
・がん検診との同時実施や集合契約など受診環境の整備

特定保健指導の実施
率

２８．３％
（Ｒ３）

４５．０％
・保健指導に関する好事例の横展開
・保健指導実施者の資質の向上を目的とした取組

メタボリックシンド
ロームの該当者及び
予備群の減少率
（Ｈ２０比）

１４．３％
（Ｒ３）

２５．０％
・秋田県版健康経営優良法人認定制度の普及
・アプリの活用等による年代等に応じた運動機会の提供

２０歳以上の者の　
喫煙率

１５．６％
（Ｒ３）

１０．１％

・就職、出産・育児等のライフイベントに合わせた、喫煙
　防止、禁煙に向けた取組
・禁煙のメリットの普及啓発と禁煙希望者に対する効果的
　な支援

がん検診受診率
胃　５２．３％他

（Ｒ４）
６０．０％

・広域的な検診の実施体制の構築
・医療機関方式の更なる拡充

後発医薬品の使用割
合(数量ベース)

８４．２％
（Ｒ４）

８０．０％
・後発医薬品に関する正しい情報の提供と啓発
・秋田県医薬品等安全安心使用促進協議会で課題等を協議後発医薬品の使用割

合(金額ベース)
５６．２％
（Ｒ３）

６５．０％
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 医療費の将来推計

　計画の評価

○　住民の健康の増進や、医療の効果的・効率的な提供の推進に係る取組の進捗状況ついては、県ウェブサイト
　等で毎年度公表するとともに、秋田県保険者協議会で報告し、意見を聴取した上で実績評価を行うなど、適切
　なＰＤＣＡ管理を行う。

○　厚生労働省から提供された推計ツールを用いて、医療費適正化に関連する取組を実施した場合と実施しない
　　場合の医療費推計を比較する。
○　推計ツールでは、特定健康診査や特定保健指導の実施率など全国共通の指標が設定されており、具体的な目
　　標値を入力することで、目標を達成した場合の総医療費が試算される。
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秋田県の県民医療費の将来推計（厚生労働省推計ツールによる）
計画期間の６年間で

約１８８億円
（年間３１～３２億円）

の適正化効果
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